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東北メディカル・メガバンク計画地域住民コホート研究から見えてきた
大規模自然災害が人々の健康に及ぼす影響

〜  次 起こるか もしれ ない 災害に 私 たちが 備 えるために  〜

健康調査にご協力いただき健康調査にご協力いただき
ありがとうございますありがとうございます

　令和5年度も県内各サテライト会場にて健康調査を実施
し、710名の方々にご協力いただきました。
　また、令和5年度より県内の事業所勤務の方を対象にリ
スク回付コホート調査も実施し、こちらは2,088名の方々
にご参加いただきました。
　引き続き、皆さまのご理解・ご協力をお願い致します。

健康調査実施状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P2

研究成果報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P3
　「�百寿者のエピゲノム研究」

研究成果報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P4
　「�東北メディカル・メガバンク計画地域
住民コホート研究から見えてきた大規
模自然災害が人々の健康に及ぼす影響」

CONTENTS

　2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災から 14
年目を迎えました。
　岩手医科大学いわて東北メディカル・メガバンク機
構（IMM）と東北大学東北メディカル・メガバンク機
構は、震災後、2013 年より地域住民の皆さまの震災
による健康影響を調査し、調査を通じて地域住民の皆
さまの健康づくり支援に資することを目指して、調査・
研究を進めております。
  IMM では、1 回目の健康調査（2013 〜 15 年度）で
約 3 万人の皆さまに、2 回目の健康調査（2017 〜 20
年度 ) では約 2.4 万人の皆さまにご協力いただきまし
た。現在、2021 年度から 3 回目の健康調査を実施し
ています。
　東日本大震災後、10 年以上に渡る調査によって、大
規模自然災害が人々の健康に及ぼす影響について、そ
の実態が明らかとなってきています。例えば、震災時
の自宅被害の程度は、メタボリック症候群と関連して
いること、内陸部に対して沿岸部では、心理的苦痛、
抑うつ症状、不眠、および心的外傷後ストレス反応の
リスクが高いこと、高血圧の治療中断率が高いことが
分かりました1。
　また、震災による家屋被害の程度が大きいほど、震
災後の平均歩数が少ないこと、メタボリック症候群の
構成要素である腹囲増大、高血糖、高脂質、高血圧に
該当する者が多いこと2、東日本大震災により被災され
た人々は高ナトリウム、低カリウムを含む偏った食事

を摂取する傾向が明らかになり、被災後の栄養管理の
重要性が示されました3。
　私たちが調査を進めている中で、注目しているテー
マの一つが、「社会的孤立」です。男女ともに社会的
孤立している人のうち、震災による家屋被害が大きい
ほど抑うつ症状のリスクが高まること4、社会的に孤立
している人のうち、震災による家屋被害を経験した女
性では、死亡リスクが高いことがわかりました5。
　さらに、1 回目と 2 回目の調査データを分析してみ
ると、新たに社会的に孤立した人や社会的孤立状態が
続いている人では抑うつ症状のリスクが高まることが
明らかとなりました6。
　昨今、国内外を問わず、自然災害が増えており、大
災害がいつ起きてもおかしくない状況にあります。
　私たちの健康調査は、大規模災害後に行われている
調査としては世界で類を見ない大規模調査です。先の
大震災から長期的に地域住民の皆さまの健康状態を見
守らせていただきながら実態を把握し、将来起こりう
る災害に備えること、また、健康影響への対策に資す
るエビデンスを提示していくことが今後も重要である
と考えています。
　引き続き健康調査へのご協力のほどどうぞよろしく
お願いいたします。

執筆：IMM臨床研究・疫学研究部門 事崎由佳
監修：　　　　同　上　　　部門長 丹野高三

［出典］
1.  ToMMo. 震災被災地の健康状態 −地域住民コホート調査より−【プレス

リリース】
2.  ToMMo. 震災による家屋被害が生活習慣・検査データに影響を与えてい

る可能性【プレスリリース】
3. Mikami T, et al., Hypertension Research, 2023, 46, 1247
4. Kotozaki Y., et al., BMC Public Health, 2021, 21, 925
5. Kotozaki Y., et al., IJERPH, 2022, 19, 4343
6. Kotozaki Y, et al., BMC Public Health, 2023, 23, 1124

調査説明の様子



百寿者のエピゲノム研究
〜健康長寿者のDNAは若々しい〜
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▲調査の説明

▲採血前の確認 ▲検体の受け取り

▲来場客への説明

▲会場の様子
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　同じ年齢でも老化の進み方は人それぞれ異なり
ます。この老化進行の指標として DNA メチル化年
齢が注目を集めています。ここでは、我々が行った
DNA メチル化年齢の計算モデルの開発と、健康長
寿の典型である百寿者・超百寿者の DNA メチル化
年齢について紹介します。
　DNA には約 2 万の遺伝子が含まれ、筋肉形成に
必要な遺伝子、肝臓機能に必要な遺伝子、免疫反
応の開始に必要な遺伝子などが、体内の適切な場
所で適切なタイミングで働くことで我々の体が維
持されています。この遺伝子機能を制御する機構
のひとつが DNA メチル化です。DNA メチル化状
態は加齢によって乱れる一面があることから、メチ
ル化状態から加齢・老化状態を反映する DNA メチ
ル化年齢という指標を作ることができます。そして
DNA メチル化年齢は好ましくない生活習慣（喫煙
や運動不足など）によって老化し、さらに DNA メ
チル化年齢が老化した人は加齢性疾患を発症しや
すく寿命も短い傾向が示されています。すなわち
DNA メチル化年齢は健康管理を行ううえでの有用
な指標となります。
　そこで我々は東北メディカル・メガバンク計画参
加者の方々の試料・情報を活用した研究を行いまし
た。20 代から 70 代の男女 421 名の血液の DNA
メチル化状態を測定し、機械学習によるデータ解
析を行いました。この結果、DNA メチル化情報か

ら年齢をうまく推定する計算モデルが生成されまし
た（図）。
　さらに我々は 100 歳代、110 歳代まで健康的に
生きている長寿者（百寿者・超百寿者）94 名の
DNA メチル化年齢を計算したところ、実年齢より
も顕著に若い値が示されました（図）。とくに、が
ん抑制などに関わる遺伝子において DNA メチル化
が若い状態でした。つまり、100 年以上かくしゃく
と生きている健康長寿者は、DNA も若々しく保た
れていると考えられます。
　百寿者・超百寿者の DNA メチル化状態は健康長
寿の理想形と言えるかもしれません。今後の研究
で、どのように理想的な DNA メチル化状態に近づ
け、維持できるのかを理解できれば、健康寿命の
延伸につながると期待されます。

執筆：IMM 生体情報解析部門 小巻翔平
監修：　　同　上　 　部門長 清水厚志

［出典］ Komaki S, et al., The Lancet Healthy Longevity, 2023,4(2), 
E83-E90
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図　実年齢と DNA メチル化年齢の関連
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